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I 特集朴教授とその理論をめぐって
学校経営における「自己組織性」の探究 (2)
一一一般システムズ論の視角から一一
朴 聖雨(プール学院大学)
学校経営研究第20巻では「自己組織性」の本来の概念が、いつどのようにして提起されたか、そ
の意味は何か、をプ 1)ゴジンの実験なとを例にあげてたしかめた。ついで社会事象を対象とする「自
己組織性J研究が一般組織論、とくに企業経営論等の分野でどのように論議され、うけとめられて
来たかを概観した。
まず、なぜ複雑な人間・社会事象考察により単純な「理化学モデルJを導入しようとするのかに
ついて論じた。ついで先行研究における「自己組織性」概念導入のアプローチの功過を吟味する3つ
の視点を提起し、その第1の視点を論じはじめたところで終っている。 3つの視点とは、
第1に、組織論に「自己組織性Jを導入する架橋は何であったのか、
第2に、今までの論議では認識枠組にどのように定位させたか、
第3に、導入の成果はどうであったか、
であった。
第lの視点については、「架橋jとして、本稿サブタイトルに示されている「一般システムズ論Jを
あげた。一般システムズ理論は自然科学分野で開発された「自己組織性J概念を、社会科学に属す
る学校経営分野にどのように定位させるかというばあい、すなわち異学問分野の研究を共通の座標
に転換交合させる架橋として有効である。私はこの一般システムズ理論を「汎科学的架橋Jと名付
けた。
異分野間の研究を「汎科学的架橋Jfこ乗せて転換、交合させるばあい、「架構J自体が有する柔軟
な「調律機能jとそれによる異分野の研究成果に潜む「同型姓(isomorphism)の索出照合が必要
となる。ここで「向型姓Jとは、プリゴジンが理化学分野の実験を通じて提起した「散逸構造jに
おける「ゆらぎjは、学校経営分野ではどのような現象に見あうものかである。散逸構造論におけ
る「ゆらぎJは、新しい秩序を形成する前段階としての「カオスjであり、システムに生じる「撹
乱jである。それは学校において何らかの、混乱や無秩序状態が生じたばあいに対応するもので、近
ごろ教育界のみならず、社会問題化している学校内外暴力、いじめ、不登校等は散逸構造における
「ゆらぎJと「同型姓Jをなすものととらえられよう。この問題は本編の中心課題となるので、あと
で再論することにする。
A.認識枠組みとしての定位
本論の論点は上にあげた「汎科学的架橋Jである一般システムズ理論の変遷についてである。先
にあげた「ベルタランフィ」が提起した一般システムズ理論は、それまでの科学を支配してきた「機
- 1 -
『学校経営研究J第22巻 1997
械論的パラダイムjを転換、克服する「有機体論革命」を先導した第一世代のシステふズ論のパラ
ダイムで・あった。そのシステム・イメージは、開放系の動的平衡システムであり、環境との物質代
識を介した適応と恒常性〈ホメオスタシス)維持でフィード、バックを中心とする有機体の諸部分の
相互作用のループである。
今日において主な関心の的となり、定着したといえる一般システムズ論は、 H.R.マトゥラーナと
F. J.ヴァレラによって神経システムをモデルとして提起された「オートポィエ←シスJ論である。
社会構造や機能なと社会現象を一般システム論をバラダイムの骨格として展望分析する有名な
「ルーマンjの社会システムズ論も、 1984年発刊の「社会システムJに見られるように、オートポ
ィエーシス的システム論が考察の基軸となっている。
ただ、ルーマンの場合も、「社会システムjとしての「学校jの経営や組織に適用されるようなこ
まやかで、しっくりした「構成概念 (construct)Jの開発は未だである。ルーマンは1993年の学期
末に教職を定年退官したと言われ、その後、執筆への専念による研究所産が期待されているが、そ
の成果は未だのようである。
ここで、上にあげたマトゥラーナとヴァレラのオートポィエーシス (au topoiesis)論の意味をた
しかめて見ることにしよう。 autoはse1f(自己)poiesisはproduction(生産)であることから、「自
己創出システム」あるいは「自己生成システムJとの意味を内包している。ここで「生成Jや f創
出J町につながるのは生命システムの特徴を典型的に表現、強調するキーワードで「生命システムで
生ずることはすべてそれ自身との関係から必然的、構造的に規定されることで生じるものjという
ことである。
言い換えれば、オートポィエーシス・システムとは「構成要素が構成要素を産出するという産出
(あるいは変形や破壊を含む)の過程のネットワークとして有機的にひとつの十全な単位体として規
定されたシステムjなのである。オートポィエーシス・システムの特徴としてマトゥラーナとヴァ
レラは、自律性、個体性、境界の自己決定性、入出力の不在性の4つをあげている。このような特徴
は、人工物や機械をモデルとするシステムに比して、より一層生命システムの特性を浮き彫りにす
るものである。すなわち、「自律性jはし、かなる変化もシステム自身によって統制されているという
ことである。「個体性jとは絶えず産出を行い有機体制を不変に保つことによって、観察者との相互
作用とは無関係に、同一性を保持するということである。
「境界の自己決定性」とは、従来のシステム体とは異なり、特定の有機構成を保存することで、単
位体を成すがその境界(環境との区分)は観察者によって定められるのでなく、オートポィエティ
ッタ・システムの挙動が、自己産出のプロセスの中で自らの境界を決定するということである。「入
出力の不在性Jとはオートポィエティック・システムの典型的特性を示すものであるが、これは環
境とシステムとの絶縁を意味するものではなく、システムがシステム自体の構成要素を繰り返し告
己産出するプロセスのネットワークを再生産することで f円環的自己産出システム」を形成すると
いう自己言及的特徴を強調する表現なのである。
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オートポィエーシス・システムとして環境から活動エネルギーをとりこみ、廃棄物を環境に排出
することはいうまでもないが、単位システムが内部の自律的、統合的作動によって独自の変容をと
げていくという「自律的JI個体性Jをもつもので、従来の入力一出力型システムという環境埋没的
システムモデルとは異なることを強調するものと見るべきであろう。
B. オートポィエーシスの可能性
上で見てきたように、学校経営研究に他分野の最新学術研究の成果を導入するにあたっての f汎
科学的架橋」として一般かステムズ論の原型モデルにオートポィエーシス・システムが登場したの
である。オートポィエーシス・システムモデルは、また、「自己組織性Jの論議にもより好固の接点
を提供するものでもある。従来のシステムズ論の強力な一体性といえる「サイパネティクス」は、制
御中枢が存在し、システムの下位部分の諸構造は機能要件の妥当性を査定されコントロールされる
ことになる。
しかし、「ゆらぎJによってシステムの新しい「秩序jの創成を期待する「自己組織性jの視点か
らすると、制御中枢を否定し、部分の自律的、共同的で自然な作動の結果生じるマクロ構造の生成
こそが自生的、発展的創造と見なされるものである。従来のシステムズ論では「撹乱jや「ゆらぎj
は、可能ならば事前に去勢、根絶されるべき組織の腫蕩と見なされる。制御中枢の指令によって、
「ゆらぎJや「撹乱Jにあたる現象やその根底を刻扶(てつけつ)することで!日来の秩序をとりもど
すことが求められるのである。
しかし、「円環的自己再生システムjという「自立的個体Jのモデルであるオートポィエーシス・
システムでは fゆらぎJや「撰乱jや「ノイズjを新たな秩序へ転換、生成させる積極的契機とし
て包容する「自己組織性j論議の空間を提供してくれるのである。
ちなみに「援舌LJや「ゆらぎJを従前の秩序にもどすのを通常「ホメオスタシス(恒常性維持)J
と言い、「撹乱Jや「ゆらぎ」を契機として新たな秩序を作りだすことを「モルフォジェネシス(形
態生成)Jというが、前者の立場はまさに「ホメオスタシスjであり後者は「モルフォジェネシスj
といえるのである。
そして、オートポィエーシスのシステムモデルはそルフォジェネシスの問題探究を進めるための
パラダイムとして可能な素地を示唆するものである。学校経営研究を「自己組織性Jの視点から考
察するに当たって、より広い関口を提供する「汎科学的架橋jであると考えられる。
c.学校経営における「自己組織性jの着践と諜題
lレーマンがのべるように、学校を社会システムから完全分化をとげた部分システムとしてとらえ
るばあい、その特性は「知識Jと「価値」を次世代である児童・生徒へ前世代である教師がコミュ
ニケーションを通じて再生産して~¥ <過程である。
しかし、一般に「学校」は公教育体制の拠点構造として共通の法や緋度にそって設置、管理され
ているため、地方自治体や学校法人による教育機能遂行の斉一約機関と見なされている。そのよう
な組織において「自律的JI偲体性JI境界に自己決定性Jr入出力の不在性」というオートポィエテ
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イツクシステムとしての特性が見いだされるものであろうか。
国や地方自治体や学校法人による教育機能遂行の斉一的機構ということは、公立学校であれ、私
立学校であれ、「設置者管理主義Jという首伽がはめられ、組織の性格や自擦や課業の細目や手続き
までがきわめて厳密なプロトコールとしてあてがわれ、すべての学校がぜんまい仕掛けのように整
然と作動している実態を指す。そのような精密マシーンのように秒、分を刻む「学校機構Jのどこ
に、オートポィエティックシステムの4つの特性が見いだせるかということである。
学校自体にオートポィエティツクシステムとしての特性を見出すことは「オートポィエティック
システムJの持つ「汎科学的架橋」を「学校Jにあてがい、他学問分野からの先進的成果によって、
学校における問題解決をはじめとする「学校経営研究Jr学校学研究」等に実り多い前進を果たせる
ことにつながる。
また、学校がオートポィエティックな自己言及システムとして考えられるはあい、自己組織性の
本質的契機である「ゆらぎJは、学校にかかわるどのような「現象jをさすものか。そして、その
ような「ゆらきJや「撹乱Jや「ノイズjをどのように、!日来の「秩序Jの次元をこえる新しい「秩
序」に転換していくかが、基本的な関われるべき課題である。
上の二つの問いは、学校経営における f自己組織性Jの探究という本稿のテーマに対して、これ
からつきつめて行くべき具体的な作業目標となる。ここでとくに留意すべきことは、従来の社会シ
ステム論の大半が、システムの制御中枢やそれに類似した機能を捨象、否定するということである。
部分システムが全体システムへ従属するのではなく、部分システム簡の協働によるマクロ構造の創
成をめざすということである。従来の学校経営のリーダーシップ論や学校組織の階層性を支える通
念とは対照的であるやにかんがえられることである。ただ、これは全体よりも、部分や個の発想、を
優先して考えることとしてうけとめるべきであろう。
また、「ゆらぎJや「カオス」ゃ f捜舌LJを頭から悪者視したり、排除せず秩序のさきぶれとして
考えることである。
D.学校経営における「自己組織性J考究の手づる
上にあげた作業目標や間いの解明に向けたこれからの考察の手づるとして、いくつかの「前提Jを
あげることで本稿の結びとしたい。
「考察の手つ。るとしてのいくつかの前提jとは一般システムズ理論をふまえ学校経営の「自己組織
性jを考える出発点でたしかめるべき諸事項のことである。この「出発点でたしかめるべき諸事項j
とは、要するに「一般システムズ理論jや「自己紐織性Jとし、う従来の学校経営学とは疎遠な境界
学問から出現した概念、粋にそって学校経営を研究することになるばあいに必要な見方や考え方の準
拠である。
換言すれば、学校経営事象を「自己組織性Jという概念を組み入れて本格的に究明して行くとす
れば、解明のアプローチを従来の学校経営研究とは次元の違う体制、すなわち異なったパラダイム
で対応する必要がある。そのような異なったパラダイムの相貌を「学校経営の自己組織性を考える
出発点でたしかめるべき諸事項jとして、以下、いくつかをあげるということである。
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① 学校経営研究における「自己紹織性jの論議においては、その文脈的地盤であり、対概念で
ある「ゆらぎ」や「カオスjとの相関的考察が欠かせない。
「自己組織性J(self-organiza tion) Jがとりあげられ論議されるのは、その対概念として「秩序の
崩壊jを意味する「カオスム或は「非平衡状態J、「ゆらぎム「散逸構造jなどがあり、前号でのべ
たようにそのような現象の推移過程のなかで位霊づくものである。ということは、 f自己組織性Jが
自己完結的な孤立した現象というより、力動的に変化し、連関するあるサイクルにおける一分節と
いうことで、常に相互連関的にとらえられる必要がある。
すなわち、学校経営において「自己組織性jが論じられる主な領分は、学校経営のある分野、或
は全般にわたって維持されるべき運用過程や機能が担害され、機能不全に陥ったりするばあい、言
い替えると秩序の「非平衡状態jが生れ、「ゆらぎ」や「カオスJが支配するようになったばあい、
その経営組織において自主的な、新しい「秩序jがどのようにして生れてくるかを解明することな
のである。
往々にして「自己組織性」発現の契機であり土壌である fカオスjや fゆらぎJとの文脈的連関
が無視されあるいは欠落した「自己組織性jの論議に接するが、それは「自己組織性Jの本来の意
味をとり違えたばあいであることが多い。
今、頻発しつつある中学生の殺傷事件は家庭や社会ともとも一部学校の教育機能不全に縁由する
ものであることは否めない。いわば、急激な世紀末の文化変動の狭間に置かれた日本の家庭や社会
においていつの間にか「次世代の人間形成機能jが深刻な程度、麻捧あるいは欠落し、それが学校
に集束、連動して来たものといわざるを得ない。これは家庭、社会そして学校を通底する「教育作
用の劣化、腐食Jというー穫の「ゆらぎJであり「カオスjであることはいうまでもない。
そして、このような「ゆらぎ」や「カオスjのしくみやはたらきをつきとめ、それらを醸しだし
たダイナミズムを解きほぐし、家庭、社会、学校に新たな「人間形成機能jや「教育力jが生まれ、
意1]られることを促成することが望まれる。このばあい「家庭、社会、学校に新たな人筒形成機能や
教育力が生まれ創られることjこそが、「自己組織性Jの発現である。このように、「自己組織性Jの
論議は、ある特定のばあいにおける「ゆらぎjや「カオスJが地としてとりあげられることで、対
応する「自己組織性jが明確に浮き彫りにされ、照映されることになる。「自己組織性Jの論議にお
いて「ゆらぎJや「カオス」との相関的考察が欠かせないということは以上のような文脈によるも
のである。
② 学校経営研究における「自己組織性Jの探求には新しいパラダイムが求められる。
首tr節では:近頃、深刻な日本の社会問題として浮上し、かまびすしい論議を呼んでいる中学生世代
による問題行動をとりあげ、その要因が、家庭、社会、における f人間形成機能jの劣化、腐食で
あり、それが学校にも連動して来たものとのべた。そして、このような家庭、社会、学校を通底す
る「人間形成機能jの麻揮や欠落によって生じた深刻な f病変Jの伝播が、一部幼少の世代を汚染
せしめたものというのが今日における青少年病理の端的な構図であろう。
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また前節では、今日の日本社会において進行しつつある人間形成機能の劣化、腐食、麻捧や欠落
を、家庭、社会、学校およびその構成員間における価値規範の混乱を核としたマタロの教育機能不
全であることをたしかめたが「学校の中で起きた問題事象とその経緯Jもそのようなマクロの文脈
に持さしつつ考察をすすめるべきであろう。したがってこの事件が起きる契機をなす学校内外にお
ける様々な変数が考えられ、それぞれに対する精査によって、それらが青少年一般のパーソナリテ
ィ形成にどのような関連があるのか、そして、頻発する事件にどれほどの度合いで影響を及ぼした
かなどを解明する作業が考えられる。
主な項目をあげると
o家庭における生育歴から考えられる性格特性の形成
0父母や家族からの処遇や位置づけによる自己概念の形成、家族観、人間観
o家庭におけるしつけの実態とうけとめ方
o交友対象と交友形態、友人の好き嫌い、敵対グループへの対応パターン
0テレビ、映画、ゲーム、ファッション、マンガや読み物なと青少年文化に対するかかわり方と
考え方
o地域社会、とくに大入社会の伝統的規範への態度や道徳的観念、正義感など
o公共の施設や乗物等の利用における規財の順守意識と実際の態度
。人、生物、生命に対する尊重の意識と行動
。教師に対する固定観念、或は好き嫌いや要望
。学校に対する思定観念、或は好き嫌いや要望
。授業一般、或は特定の科目に対する毘定観念、或は好き嫌い
などが考えられるが、
これらは、「問題行動を触発、あるいは抑制する家庭、社会、学校の潜在的要因jといえる。
なお、表1I社会の教育事象Jは、家庭および社会における潜在的、顕在的な人間形成機能を(1)同
化、 (2)習慣形成、 (3)教化、 (4)訓練、 (5)自己学習、として集約し、学校における (6)教授、学習機能
を含め家庭・社会の 10場面における教育作用を包括提示したものである。
表 1 社会の教育事象(学校と非学校教育機構)
(a) IωI (c) I (d) IωI+~~~J 匂) Iω;ωI (j) Iω _¥':/  ¥<:;/ I博物館I¥5/  ¥11/ I ¥1/ I
地域 jマス・ I I~~~~I 
I .:;;. --:7 1 +17 /.:: 1科学館1" .;c:.-I-B 1 = _<I:e 1 1TM， -IB 1 家庭|交友 i活動 iメアイア|旅行!処術館|公演場|図書館j職場|講習場|学校
l.同化
2. 習慢形成
3.教化
4.言1 練
5. 自己学習
6.教授学習
? ?
010 ? ? ? ? ? ? ? ?。 ? ? ?
?
?
? ? ? ? ? ? ? ?
? ? 。 ? ?
_， -司どj一三ー _J _ _ Q  _ j_ _ Q_1_ 9__ l_ _ 9_山上三ー _l_ー ーー叩上司司同罰ー j一三一
010 
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家庭、社会、学校の教育機能の特性と領分を示すものでナイフ傷害事件当事者にまつわる遠因を
まさぐる準拠になるものといえる。
ついで、考察すべきは、ナイフ傷害事件が生起した場である学校の「人間形成機能の劣化、腐蝕」
如何および「教育力の機能不全j如何を検証する作業が考えられる。
(図 1)は、教育機関としての学校の主な機能と
要素を教育運用システムとして集約したもので
ある。ここでは学校が教育機関として成立する
ための 9つの要素を(1)目標、 (2)情報、 (3)資源、
(4)メディア、 (5)学習空間、 (6)教師、 (7)子とも、
(8)諸規則、 (9)管理としてあげ、それぞれの機能
(Y) 
や要素がどのように相関連しつつ運用されるか
をループによって連携・表示しているものであ
る。学校経営を「学校の教育目標を十全に達成
させる調整管理活動Jと考えると、ナイフ傷害
事件に表出される「ゆらさ」や「カオスJは、い
うまでもなく図 1の単位学校教育要素の全般に
(図1) 学校の教膏機能
教 師
(X) 
まつわるものであるが、とくに直結する主な部位は (X)と (Y)であるといえる。 CX)は「人間形
成機能jや「教育力J発動の中心的場であり、 CY)は学校経営統括の要であるからである。「ゆら
ぎjや「カオスJの実態的検証も (X)CY)の部位に集中することが考えられる。
以上は中学校でおきた傷害事件を「ゆらぎjや「カオスjの調漫の表出としてとらえ「ゆらぎJや
「カオスJを当中学校や地域社会、家庭の教育機能の劣化として措定し、そのあるべき実体的検証の
手続をたどって来た。
主なテーマである「自己組織性」はこのばあい、上の「ゆらぎ」や「カオス」の解体、霧散と相
まって新しい人間形成機能の生起、創出として対象化され、その実体と促成過程が究明されること
になる。
ただ、今までの主として「ゆらぎjや「カオスJの分析や検証の作業だけにしても少なからず繁
雑であり、家庭、社会、学校なと相異なる機構から得られた異質の資料をその特性に見合うべく、ど
のように位置づけ、整理し、解釈していくかはきわめて難しい問題である。これはまさに、先にあ
げた「問題の所在とそれを内包する対象の間口や奥行きを包括的にとらえ、それを学校経営の領分
に定置する問題考察の座標J系をどう選ぶかの問題である。平たく言えば、障害事故をおこした中
学生の問題行動の主な原因や契機を、幼児からの人間形成機能、社会の嵐潮や文化に潜む影響要因、
そして現在の学校教育の内に求めるばあい、その考察、分析、整理、集約、判断の受け皿、すなわ
ち、「認識枠組Jをどのように設定するかである。一般に fパラダイムJと称される研究の視角であ
り、推進の軸であるがこれをどこに求めるかである。
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ここでは、本稿の冒頭にあげた「一般システムズ理論jを新しいパラダイムとして援用すること
を再度措定することにする。上にのべた「問題の所在とそれを内包する対象の関口や奥行きを包括
的にとらえ、それを学校経営の領分に定置させるJということを一般システムズ理論の「認識枠組」
に託すばあい、その基本モデルは、
図Iの (X)部位がトータ jレ・システム (totalsystem) 
家庭・社会の部位がスプラ・システム (suprasystem) 
(X)を構成する下位分節はサブ・システム (subsystem) 
(X)における偲々の子どもや教師はモジュール・システム (modulesystem) 
となる。 トータル・システム(本システム〉が核となり、スプラ・システム(上位システム)はトー
タノレ・システムを囲む領分となることで、「問題J、「対象Jなどそれぞれのレベルのシステムを入れ
このように一元的に包括し、 (X)部位(学校の教育過翠)が検証の焦点となる。とくに (X)部位
の「モジュール・システムJである子どもひとりひとりにおよぶ各レベルのシステムの「カオスJや
「ゆらぎ」を選別、総括、集束化することで、障害事故を起こすにし、たった人間形成にかかわる諸要
因の脈絡をたしかめるわけである。
そして、このような「ゆらぎ」や「カオスの脈絡やしくみを顕在化jし、その本体を直視させ、社
会的危機として家庭、地域、学校の当事者が認識することは、マクロからミクロにいたる人間形成
システムに「自己組織化Jをもたらすための前提条件でもある。筆者は「東アジア地域研究」第4号
(1997年7月発行)の「コルムジャン・モデルJから見る教育問題j題下の講演再録文てdつぎのよう
にのべたことがあるが、これは断片的で一面的ながら日本社会の人筒形成システムの消長の一端を
示すものであり、先にあげたマクロからミクロの人筒形成システムにまつわる「ゆらぎj と「カオ
スJの実像の一端を示すものでもある。
(過去の人間形成システムの成果)
「かつての日本社会にしっかりと根付き、人々の日常の挙動を律して来た「徳、巨jや「道徳律Jと
して「謙遜ム「譲歩J、「和合j、「協助ム f了重ム「遵法ム「敬上」、「忍従J、「至誠j、「勤勉j、「節
倹J、「自重ム「質朴J、「正直J、1I慎良J等がありました。これらは幼児から家庭、学校、社会であ
らゆる機会に強調されることで「品位jと「節度Jに支えられた高尚なパーソナリティを備えた偶
人と社会を維持、継承して来ました。J
(社会変化にそう道徳的ポーテンシャリティの低下) ① 
fしかし、今日においては厳しい社会変化の波のなか、かつてのような「維持機能Jの機能が衰退
するにつれ、社会に根付いていた[箆畳」や〔道箆窪」は急速に蒸発しつつあ生やに見えます。と
くに外来文化や習俗の無批判な受容による伝統的習俗の徳色化は、日本社会を支えてきた人倫意識
を根底から揺さぶる主要な契機となっています。J
(社会変化にそう道徳的ポーテンシャリティの低下) ② 
「社会や偲人の存在の核心であり土台である道徳や倫理の発展や継承には、ほとんど失敗したと言
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わざるを得ません。公教育の対象である多くの児童・生徒・学生の公共の場所や交通機関等におけ
る自己中心的な挙動の乱雑さや周囲を顧みない逸脱行為をほしいままにしていることなどは端的か
っきわめて象徴的な「維持機能」の機能不全を示す徴候であります。J
(学校の逆機能化)
「とくに f維持機能」の本丸といえる公教育機構の拠点である f学校Jは、それ自体に深刻な構造
的 f逆機能jが潜在し、根付いているばあいも少なくありません。円、じめj、「不登校J、「校内暴力J
などは社会全般に湿潤して来た「不信感J、「攻撃性J、「残忍さム「自己中心性ム「絶望感」、「不安
感」、「退行」などの毒気が児童・生徒の社会に投影、照射されることで生起する憂うべき現象であ
ります。
そして何よりも憂うべきは、今日学校を拠点として形成されている若者社会において見られる生
命の尊厳に対する認識の希薄化であります。年を経るごとに増加しつつある円、じめjの事例は、教
育の専門的機構である学校が、その内部で進行しつつある「間接的殺人J行為になりかねない、児
童・生徒間の残酷かっ非人道的ゲームに有効かっ積極的な対応が十分に行われていないままである
ことを諮っています。J
(システム・モジュールである教師、学校管理者、親の逃げ援の対処)
「教師、学校管理者、親、それぞれにはなによりも「かけがえのない貴重な子どもの存在といのちJ
に対する切実な認識が欠けていること、そして面倒なことに肩入れすることを避けるための「見て
見ぬふりム「逃げ腰ム「問題への取組みの先送りjなどが見えて来ます。っきつめていえば悲劇的
結末を心中ひそかに憂いつつも未然防止のための徹底した介入や行動を出レ惜しみしているとしか
思えない事例が少なくありません。これは道義上からすれば、上でのべた「間接的殺人行為Jに加
担しているといわれかねないきわめて嘆かわしい状況であります。j
③ 学校経営における「自己組織性」考究の焦点は、単なる「傍観」や「待ちJや「期待」では
なく、「フィード・フォーワード Cfeedforward) Jによる新しい「秩序Jの「芽生えJの促成
である。
前号で「自己組織性Jを説明する際にノーベル化学賞受賞者であるプリゴジンの実験を引用した。
その実験とは化学物質の反応で生じた「カオスJと「ゆらぎjのあと、整然たる縞模様があざやか
に現れたことである。ベルーソフェジャポチンスキー反応と呼ばれるこの現象は、物質界でも「ゆ
らぎJのあと物質内部で創生される「秩序Jが「自己組織Jされることの典型的な摸式としてとり
あげられている。そして、プリゴジンはこのような現象が森羅万象に遍く理法として、生物界では
「進化」の、そして社会現象では興亡転変の律動を解く鍵になるのではなし、かとの発想を示唆した。
しかし、人間社会における人間の組織一般では「自己組織性j生起のメカニズムが、自然界、物
質界におけるそれと異なることはいうまでもない。ある組織や人間集団に「ゆらぎjや「カオスjが
生じるとその後自然に、そして何ら人為的対応や意図的行為が無くとも必ず、ある「秩序Jを生む
f自己組織性jが生起するとは限らないのである。 fゆらぎjや「カオスjがそのまま組織を崩壊へ
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と押しゃるばあいや、程度によっては「ゆらぎjがそのまま組織や集団にいつまでも根付くばあい
も考えられるのである。
したがって、とくにある目的を持って営為される人間集団や社会組織のばあい、「ゆらぎJや「カ
オスJが浸透、あるいは席捲したあと新しい「秩序jが創成されるには何らかの人為や操作が必要
となる。学校や学校経営もいうまでもなく同様で、「ゆらきJや「カオスJが学校や学校経営を席捲
し、人間形成機能を麻捧させているとき、「傍観や待ちゃ単なる期待Jで腕を挟いて「自己組織性j
が生起し新しい秩序が形成されることになるのを望むのはナンセンスである。
iヨ的や価値観に基づいて営まれる人間組織や集団における fゆらぎ」のあとの「自己組織性Jと
は、実質的な「秩序」それ自体の生成であるよりは、新しい「秩序jが形成される機会やニーズや
ムードの生成と共通認識のもり上がりであると肴倣すべきであろう。このばあい、新しい秩序を熱
気球に例えれば f自己組織性Jとは、熱気球を高く押しあげ、巡行させる上昇気流にあたるものと
言えよう。
留意すべきことは、このような「自己組織性」としての上昇気流を大自然任せで起きるのをただ
待つだけではなく、大規模な焚火をしつらえたり、あるいは草原に火を放ったりして呼び起こす努
力をすべきであるということである。新しい秩序としての上昇気流を呼び起こすということは、望
まれる上昇気流の強さや早さをおしはかり、それを起こすための努力をすることを意味するもので
ある。見出しにあげたフィード・フォーワードとはそのような行為を示す概念である。
学校や学校経営の現在を、一部の児童・生徒の問題行動にてらして概観すると、まさに巨大な「ゆ
らきJと「カオスjの波涛にもまれ海図もなく漂流する古い木造船のような感なきにしもあらずで
ある。乗客は児童・生徒に、乗組員を教師にたとえるばあい、波風にゆさぶられる危機のさなかで
乗組員はなすすべを知らず怒号するのみで、乗客はいつ果てるともない漂流にし、らだち、不安と不
信にふるえ敵意に満ちた視線を交わす。
今、 t必要なのは、正確な海図の発見とそれによる熟練した操舵手の港に向けたたしかな操船であ
る。そして船長の確信に満ちたリーダーシップによる船内の不安と不信の解消によって新しい寄着
地への希望と期待をふるい立たせ、相互間の人間愛と信頼を取り戻すことである。
以上は学校や学校経営を覆う「ゆらぎ」や「カオスJを熱気球や漂流船に、そして「自己組織性」
を上昇気流や正確な海図による操舵と船内ムードの高揚に模した比倫である。ただ「ゆらぎJや「カ
オスjは、学校経営や学校が当面する頭の痛い難題としてとらえず、新しい学校や学校経営の「秩
序jや「体質」を創成する契機としてとらえるべきである。このばあいフィード・フォーワードと
は「ゆらぎJのさなか「ゆらぎJをこえて、呼び込み定着させるべき新たな f秩序」や f体質」の
青写真の構想、と実現への努力をさす。
④ 近年の生徒をどうとらえるか
1970年代後半から今日にかけて、学校が異様かっ残酷無比な犯罪の舞台となる事件が続いた。日
本中が患をのむ中学生による殺人事件であった。 10代前半の少年が犯したこの事件について従来の
???
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法的慣行による処置は進行中であるが、このような事件を生むにいたった日本の社会や教育に対す
る徹底した解剖や分析、深い省察は不思議にも行われていない。また今のところ行われそうもなL、。
何十年間、日本の家庭や社会や学校を含む様々な組織や集団のなかで音もなく進行してきた「人倫
の崩壊現象Jの生々しい微表であるにも拘らず、 5本の指導者や知識人も単なる青少年問題として
きめつけ、我関せずである。猟奇事件なみにとりあげ騒ぎたてるマスコミの報道はむしろ人々が感
じとる危機感のガス抜きに躍起となっているようにも見える。
「ごく普通の子がJといわれるが、残酷な犯罪を犯した子ともを指称する「普通Jの意味を深く考
えたことがあるのだろうか。 f普通Jとは「他ととくに異なる性質を持つてはし、ないさま(岩波国語
辞典)Jであるとすると、上の言葉は向じ世代の少年は誰もがその可能性があるJとしづ空恐しい予
兆を示していることを知つてのことであろうか。そして同じような犯罪が同じ世代の少年によって
相ついで、しかも広範囲の場所で頻発しているというのに、それは単なる「中学校で起きた犯罪Jと
して学校教育の問題と限定できる特殊な、偶然の、孤立したできごとであろうか。
近頃の子どもの感情特性や自己概念、反応機市IJ、心理的耐性等、パーソナリティの構造が驚くほ
ど未成熟で短絡的であり、脆い場合が多いとされている。「キレルJという、主として中学生世代に
ひろまる行為形態は、耐性の限界をこえた感情の暴発であるが、キレル瞬間から一切の人倫的規範
による自制や理性的判断から自分を解き放ち、感情や動物的本能のさせるままに行動するというこ
とのようだ。あるいは、超自我の抑制を振り払いリビドーの噴出によって自我を誇示するという心
の構図かも知れない。極端に言えば一切の人題性をかなぐり捨て、獣性に徹しようとの深層的衝動
による瞬間的な自我喪失状態ともとれる。
10代前半にひろまるこの病理現象の最も深刻な点は、出生後10数年にわたって家庭、社会、学校
なとで培われて来た社会成員としての考え方や態度や価値観などを全否定しすべてをふり払うとい
うことである。いうなれば反人倫的衝動である。そして既有の社会的規棋に一切こだわることなく、
無放途で自己中心的な欲望論理によって殺人にし、たる発作的加害行為を何のこだわりもなくやって
のけることである。
このような症状は決して単なる「中学校で起きた犯罪行為Jではない。これは日本の中学生世代
が成長過程においてある程度共有する家庭、社会を含めた人間形成機能の劣化による共通の心理的
傾向である可能性を考えなくてはならないのではなかろうか。そして、今の少年世代が成長して来
た二つの10年期 Cdecade)の、あるいは遡って少年世代の家庭教育を管掌した親の世代が親として
成長するまでの家産、社会、学校で機能した共通の人筒形成機能の特性までをも真撃に検証する必
要があるのではないか。それらの時期から今にいたるまで日本社会の人間形成機能をおおう「ゆら
ぎJや「カオスjの実体が何であるかのマクロの分析とともにである。
重ねてのべるが今の中学生世代に繁く見られる「キレルJ症状を、そしてそれらが時には悲鯵極
まりない非人{命的犯罪につながる事件を、決して一過性の孤立した単発的事象として見送ってはな
らない。長年月に亘る彼・彼女らの成育過程で家庭・社会・学校が提供して来た人間陶治機能に生
????
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じたであろう!ゆらぎjや「カオスjの正体をっきとめることで人間形成機能のどこが致れ、どこ
が誘ついていたのかを時代を遡って精査しなくてはならない。その作業こそは正しく美しい青少年
の倫理と行為をよみがえらせる臼本社会の「自己組織性Jの源泉を掘り出す喫緊の前提的課題なの
である。
そして学校経営における「自己組織性Jの考究もそのような社会をあげてのマクロの事業におけ
る一課業として位置づくべきなのである。
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・多国富雄、生命の意味論、新潮社、 1997年
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略歴
1934年 1月13日生
学歴
1959年3月 韓国国光大学国文学科卒業
1966年8月 韓国延世大学校大学院教育学科研究課程
1971年3月 東京教育大学大学院教育学研究科修士課程修了
1977年3月 東京教育大学大学院教育学研究科博士課程単位取得満期退学
職歴
1952年 8月，._1955年 3月 韓毘全羅北道管内富民学校教師
1959年 3月----1963年 2月 韓国全羅北道豊南富国民学校教師
1963 年 2 月 ~1963 年 8 月 韓国全羅北道教育研究所研究員
1963 年 8 丹 ~1964 年 4 月 韓国全州市牙中国民学校教頭
1964 年 4 月 ~1967 年 5 月 韓国全羅北道教育研究所指導普及部長
1967 年 5 月 ~1973 年 9 月 韓国群山教育大学専任講締
1977年12月----1984年 9月 筑波大学外国人教師
1984 年 10 月 ~1993 年 3 月 筑波大学助教授教育学系
1993年 4月，._1997年 3月 筑波大学教授教育学系
1997年 4月~ プール学院大学教授
学位:
1978年1月教育学博士(東京教育大学)
博士論文タイトノレ
f教育経営理論の本質およびその構成におけるシステムズ論的認識枠組に関する一考察」
(1984年，教育出版センタ-flJr教育経営の理論J)
学会及び社会的活動
1963年 4月~現在
1963年 4月~現在
1977年 3月~現在
1977年 4月~現在
1987年 4月~現在
1987年 5月~現在
1988年12月~現在
1992年 1月~現在
韓国教育学会会員
日本教育学会会員
Intenational Society for the Systems Science会員
1993年 4月----1994年 3月
1993年12月~現在
1994年 6月~現在
日本教育経営学会会員
B本教育行政学会会員
比較教育学会会員
比較文明学会会員
異文化問教育学会会員
参議院文教委員会調査室客員研究員
東アジア地域研究学会理事
日本教育経営学会理事
1993C平成6)----1994C平成7)年度 茨城県教育研修センター講師(国際教育担当)
1993C平成 6)~1994C平成 7)年度 文部省主催進路指導講座(中央講座)講師(在り方生き方に
関する進路指導担当)
? 、
?
?
? ?
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業績一覧
著書
1.教科教育の理論と実際韓圏全北教育研究委員会単著昭和42年6月
2.学習指導の心理的基礎韓国全北教育研究委員会単著昭和42年6月
3.学習指導の現代化韓国ソウル尚文出版社単著昭和42年12月
4.学習指導の力動化 明治図書「護座教育システムの設計J共著 昭和50年4月
5.教育課程最適化の視点と課題 明治図書「護産教育システムの設計」共著 昭和50年4月
6. 教育課程の展開 第一法規「現在学校の探究j共著昭和50年3月
7.教育課程の継続的開発 東京書籍「新教育を創造する学校経営J第1巻共著 昭和55年3月
8. 生徒指導のための学校組織 明治図書 f生徒指導のための学校経営J共著 昭和57年6月
9.教育経営の理論教育出版センター 単著
10.教育経営研究の科学化 ぎょうせい「教育経営研究の軌跡と展望j共著 昭和61年6月
11.韓匡一国民学校児童の外国イメージ 呂本教育図書センター 共著 昭和63年1月
12.分散する教育機能と学校 第一法規，吉本・朴編，講座「学校学J共著 昭和63年4月
13.異文化理解の重大さと難しさ ぎようせい「国際理解と文化伝統の尊重j共著 昭和63年12月
14.韓国における問題行動とその対応 関隆堂，実践・問題行動教育体系第24巻 共著 平成3年
3月
15.老年・老後観の諸相 群書「思老教育の基本と課題j共著平成3年7月
16.国際化と学校革新の指標 MT出版，国際理解教育における国際化と学校教育革新編著 平
成6年
17.在日韓密朝鮮人教育機関 MT出版，国際理解教育における国際学校の教育 共著 平成6年
論文
18. Kreitlow Scaleの改定と適用に関する研究 大韓教育連合会「セギョシルJ(新教室)3巻4号
昭和33年4月
19.研究指定学校での教育研究改善に関する研究 韓国全羅北道教育研究所 昭和41年7月
20. An lntroduction to Typified Process Recording Method 韓国群山教育大学文集第I集
昭和43年12月
21.教授組織改革と学習指導の最適化 明治図書「学校運営研究J104号 昭和45年8月
2.教授組織改革と教育機器の導入 明治図書「学校運営研究J107号 昭和45年11月
23.教育経営組織最適化へのシステムズ・アプローチ 明治図書「学校運営研究J139号 昭和48
年7月
24. システムとしての学校における宮僚制 明治図書「学校運営研究J140号 昭和48年8月
25.教育へのシステムズ・アプローチに関するー序論 東京教育大学大学院研究集録 昭和48年12月
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26.大学経営へのシステムズ・アプローチにおける基本視点 筑波大学高等教育制度研究会 昭和
50年6月
27.教育目標と計画のシステム最適化「教育経営研究J3巻 1号 昭和50年6月
28.教育経営研究における前提的課題「学校経営研究j第I巻 昭和51年3月
29.創造性に関する教育研究「初等教育資料J文部省編 343号 昭和51年 12月
30.教育システムとしての学校考察「学校経営J22巻8号 昭和52年7月
31.学校経営理論とその方法論「学校経営研究j第3巻 昭和53年3月
32.朝鮮語指導における学習婆素筑波大学韓国学研究会 昭和55年3月
3. 日本の大学における朝鮮語教育 f朝鮮語教育研究J1 昭和56年3月
34. Studies on E. A. in Japan East West Education vo1.l2 NO.2!li1和56年9月
35.学校学における「学jについて「学校経営J31巻9号 昭和60年8月
36.学校学形成における現場研究のあり方「学校経営J32巻 I号 昭和62年1月
37. 自己教育力形成のための学校経営 教育開発研究所，教職研修総合特集 NO.34昭和62年8月
38. 日本における「国際化j論議の展開と教育の課題 筑波大学教育学系論集第12巻2号(1)， 
第13巻3号 (2) 昭和63年3月，平成元年3月
39.韓国における「教育学論J展開に関する一考察 筑波大学地域研究7 平成元年3月
40. r国際化jに対応する「国際教育Jの課題 「学校経営j第34巻5号 平成元年5月
41.韓国の生涯教育 日本生涯教育学会年報11号平成2年5月
42.韓国における大学入試競争の実態と諜題「学校経営j第36巻3号 平成3年3月
43.扇際化社会に対応する学校論の課題「教育学研究J58巻3号 平成3年 10月
4.国際化の発展と学校教育の課題 文部省「中等教育資料JNO.593 平成4年2月
45.学校経営における「告己組織性Jの探究「学校経営研究J第20巻 平成7年
46.国際教育学研究における前提的課題(その1)(その2) r比較国際教育j第3，4号
47.教育学研究における前提的課題教育学研究葉録20集平成8年
その他
48.現場研究の望ましい在り方と運営方法の構想、 第2回韓密教育学会年次大会研究発表 昭和35
年7月
49.現場研究の構造と本領 韓国教育学会第60回月例研究発表 昭和37年 10月
50.現場研究としてのT. R. Methodの構案運用の実際 第3思韓国教育学会大会(意1]立10周年
記念)学術研究発表大会発表 昭和38年9月
51.現場研究の運営と本質に関する研究 第4回韓国教育学会大会発表 昭和40年9月
52.教科教育学形成のための試論 第6回韓国教育学会大会発表 昭和42年 10月
53.教授組織最適化へのシステムズ・アプローチ 日本教育経営大会発表 昭和46年 10月
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54.望ましい学校行事の在り方を考える 「教育研究j第84号 昭和62年 10月
55. 国際化における「呂的j と「振舞しづ 東専各協会報 1989 NO.15 平成元年3月
56 学校における学習活動の「活性化J 全日本中学校校長会干lJ I中学校JNO.432 平成元年9月
57.韓国における教育学論点に関する一考察 日本比較教育学会発表 平成2年7月
58. 学校教育へのこユーテクロノジー導入の現状と動向(韓国) I教職研修J19巻4号 NO.220 
平成2年 12月
59.世界の教師教育の動向(韓国) I指導と評価J37巻 11号平成3年 11月
? 。??
